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ス

訳
（
、
砥乱
智
3
諺
ρ
巳
一
毬
゜
以
下
曳
と
略
記
）
、
ω
シ
ュ
ン
マ
コ
ス
訳

　
　ヘク

サ
プ
ラ
断
片
の
残
存
率
に
つ
い
て
　
　
　
　
（
蟄
ミ
×
β
理
量
註
轟
以
下
“
、
と
略
記
）
・
㈲
オ
リ
ゲ
ネ
ス
校
訂
に

　
　
　
　

ー
　
ヘ
ク
サ
。
フ
ラ
研
究
　
1
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
（
七
十
人
訳
）
本
丈
（
以
下
。
、
と
略
記
）
、
㈹
テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊

藤

利

行

　
簗
翻
饗
嘘
．
調
嚢
難
祭
羅
課
騨

　
本稿
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
旧
約
聖
書
本
丈
に
関
す
る
オ
リ
ゲ
ネ
ス
O
H
団
o
q
卑
　
　
限
り
加
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
㈹
第
五
訳
（
O
巳
導
P
以
下
・
、
と
略
記
）
、

昌
。
°
・
（
＄
°
H
°
。
㎝
l
b
。
㎝
。
。
漬
）
の
偉
大
な
業
績
で
あ
る
ヘ
ク
サ
プ
ラ
（
六
部
共
観
　
　
㈲
第
六
訳
（
ω
o
蓉
P
以
下
。
。
、
と
略
記
）
、
㈲
第
七
訳
（
ω
。
冨
首
P
以
下
へ

誌
嬬
§
誌
り
3
嬬
§
ざ
q
ざ
尋
嬬
9
駄
N
馬
§
）
の
断
片
が
、
現
行
マ
ソ
ラ
本
　
　
　
と
略
記
）
で
あ
る
。

吝
比
較
対
照
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
存
在
し
て
い
る
の
か
を
統
計
的
に
　
そ
し
て
オ
リ
ゲ
ネ
ス
は
第
五
欄
の
。
、
に
第
一
禦
゜
の
へ
こ
フ
イ
語
斐
と

示
そう
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
統
計
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
　
　
の
異
同
を
示
す
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
の
記
号
を
加
え
た
。

理由
は
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
が
ど
の
程
度
残
存
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
統
　
　
　
こ
の
大
事
業
が
完
成
ま
で
に
要
し
た
年
月
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

計的
に
報
告
し
て
い
る
丈
献
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
皆
無
と
言
え
　
　
　
な
く
と
も
十
年
は
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

る
か
ら
で
あ
り
、
又
、
こ
の
統
計
が
筆
者
の
今
後
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
研
究
の
　
　
　
　
　
二
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
伝
承

土台
と
も
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
統
計
に
先
立
ち
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
　
　
　
A
　
失
わ
れ
た
ヘ
ク
サ
プ
ラ
完
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が断
片
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ
た
そ
の
経
緯
を
概
観
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
三
世
紀
中
頃
に
完
成
さ
れ
た
ヘ
ク
サ
プ
ラ
と
い
う
書
物
は
、
大
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン

　　
一
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
浩
潮
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
全
体
が
完
全
な
形
で
筆
写
さ
れ
る
事

へ
・
サ
ご
フ
と
は
、
次
の
六
つ
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
欄
と
し
て
配
置
し
、
は
極
め
て
稀
で
あ
。
た
と
考
、
竃
れ
る
。
し
か
し
零
の
存
在
は
、
ま
ず

相
互
に
比
較
対
照
し得
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
旧
約
聖
書
の
こ
と
で
あ
る
。
　
　
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
国
¢
器
ぼ
岳
（
O
餌
゜
b
o
α
Q
o
ー
ω
Q
o
O
）
に
よ
り
、
次
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
の

六
つ
の

部分
と
は
、
ω
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
書
か
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
旧
　
　
　
ス
団
一
霞
自
罵
旨
島
（
8
°
。
。
ミ
ム
ド
リ
＼
b
。
O
）
に
ょ
り
、
更
に
六
世
紀
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

約
聖
書
本丈
、
ω
ギ
リ
シ
ア
文
字
に
置
き
換
え
ら
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
旧
約
　
　
　
も
カ
イ
サ
レ
イ
ア
の
図
書
館
が
無
事
に
存
在
し
て
い
た
事
を
示
す
傍
証
に

聖
書
本文
、
そ
れ
に
次
の
四
種
類
の
ギ
リ
シ
ア
語
訳
本
丈
、
㈹
ア
キ
ュ
ラ
　
　
　
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
こ
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
原
本
の
存



在
を
確
認
す
る
資
料
は
な
く
、
い
つ
の
間
に
か
原
本
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
　
　
　
ー
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
一
部
分
（
抜
粋
）

た
。
そ
の
経
緯
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
カ
イ
サ
レ
イ
ア
が
イ
ス
ラ
ム
　
　
　
a
　
欄
形
（
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
元
来
の
形
）
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
の

軍
の
勢
力
下
に
入
っ
た
紀
元
六
三
八
年
に
彼
ら
の
破
壊
の
犠
牲
と
な
っ
た
　
　
　
　
b
　
非
欄
形

の

で
はな
い
か
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
本
丈
（
。
、
）
の
み
の
も
の
（
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
の
記
…
…
…
…
㊨

　し
か
し
、
こ
の
事
と
関
連
し
て
北
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
テ
ラ
の
主
教
パ
ウ
　
　
　
　
　
　
号
の
有
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
）
　
　
　
　
リ

ル
ス

℃
9
巳
信
の
o
営
ω
8
や
房
日
亀
器
が
紀
元
六
一
六
年
か
ら
六
一
七
年
　
　
　
　
2
　
本
丈
（
。
、
あ
る
い
は
。
、
以
外
の
系
統
の
も
の
）
に
…
…
…
…
㈲

に
かけ
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
近
郊
の
ア
ン
ト
ニ
オ
ス
修
道
院
で
為
し
遂
　
　
　
　
　
　
欄
外
注
（
ヘ
ク
サ
プ
ラ
系
の
読
み
方
で
あ
る
場
合

げ
た
と
写
本
の
奥
付
か
ら
判
断
さ
れ
る
重
要
な
翻
訳
シ
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
　
　
　
　
　
　
も
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
）
の
あ
る
も
の

ω饗
o
げ
賃
9
。
℃
冨
に
つ
い
て
言
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
シ
ロ
・
ヘ
ク
　
　
　
皿
　
教
父
丈
献

サ
プ
ラ
と
は
。
、
本
丈
を
正
確
に
逐
語
的
に
シ
リ
ア
語
に
翻
訳
し
た
も
の
　
　
　
　
a
　
教
父
の
聖
書
注
解
や
講
解
等
の
中
に
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
鱒

で
、
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
の
記
号
を
省
略
せ
ず
に
付
加
し
、
欄
外
に
は
数
多
　
　
　
b
　
カ
テ
ナ
（
聖
書
の
順
序
に
従
っ
て
関
連
す
る
教
父
の
…
…
…
…
㈲

く
の
象
、
、
q
、
、
曳
等
。
、
以
外
の
訳
の
読
み
方
を
も
付
加
し
て
お
り
、
へ
　
　
　
　
　
　
著
作
を
鎖
O
暮
。
慧
の
よ
う
に
結
び
つ
け
編
集
し
た

ク
サ
プ
ラ
そ
の
も
の
か
そ
れ
に
近
い
も
の
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
と
考
え
ら
　
　
　
　
　
中
世
時
代
の
産
物
）

れ
て

いる
。
こ
の
シ
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
底
本
と
カ
イ
サ
レ
イ
ア
に
あ
っ
　
　
　
皿
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
に
基
づ
く
翻
訳
…
…
…
…
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
㈲

た
ヘ
ク
サ
プ
ラ
原
本
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
　
　
次
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
ま
ず
㈱
に
属
す

ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
も
六
四
二
年
に
は
イ
ス
ラ
ム
軍
の
勢
力
下
に
入
る
わ
　
　
　
る
も
の
の
中
で
最
古
の
も
の
は
十
九
世
紀
末
に
カ
イ
ロ
の
エ
ズ
ラ
・
シ
ナ

け
で
あ
る
か
ら
、
七
世
紀
前
半
に
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
完
本
は
失
わ
れ
た
と
い
　
　
ゴ
ー
グ
の
ゲ
ニ
ザ
（
物
置
き
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
重
記
写
本
b
。
8
只
O
僧
日
・

う
最
終
的
推
論
に
我
々
は
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
達
α
q
。
d
巳
く
゜
目
ま
μ
↓
9
覧
o
H
あ
。
げ
8
げ
け
霞
旨
゜
H
。
。
b
。
七
世
紀
）
で
、
詩

　B
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
伝
承
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇
2
1
（
M
2
2
）
篇
2
0
～
2
4
節
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
全
六
欄
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
そ
こ
で
ヘ
ク
サ
プ
ラ
は
、
断
片
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
形
態
に
よ
っ
て
　
　
　
た
。
し
か
し
、
一
八
九
六
年
に
ミ
ラ
ノ
の
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
図
書
館
で
、

今
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
代
は
少
し
新
し
い
が
、
よ
り
重
要
な
重
記
写
本
H
8
。
。
（
竃
巴
ド
P
ぎ

＝
ハ
一



＝
ハ
ニ

ぴ
H
o
ω
ド
ロ
目
ま
μ
α
q
μ
O
加
O
の
口
や
十
世
紀
、
発
見
者
O
団
o
く
四
目
三
寓
臼
o
勢
笛
　
　
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
、
日
8
ロ
ロ
o
°
。
O
腎
矯
゜
。
o
ω
8
目
ロ
の
（
↓
幽
O
刈
）
、
キ
ュ
ロ
ス
の

にょ
れ
ば
九
～
十
世
紀
）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
第
一
欄
は
存
在
　
　
　
テ
オ
ド
レ
ト
ス
↓
げ
o
o
伽
o
H
o
ε
ω
O
矯
旨
ぽ
o
づ
ω
一
ω
（
O
餌
゜
Q
Q
O
Q
o
l
O
餌
゜
画
①
Φ
）
ら
、

し
な
い
が
他
の
五
欄
に
詩
篇
の
部
分
が
総
計
一
四
二
節
分
書
き
記
さ
れ
て
　
　
　
ラ
テ
ン
教
父
で
は
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
や
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
キ
B
訂
o
ω
旨
ω

（
8
）

いた
。
こ
れ
ら
十
九
世
紀
末
の
発
見
以
前
に
は
、
欄
形
の
も
の
は
、
わ
ず
　
　
（
↓
。
。
㊤
刈
）
ら
の
箸
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
教
父
の
著
作
中
の
ヘ
ク
サ

か
に
ホ

セ
ア書
1
1
章
1
節
の
第
二
欄
か
ら
第
六
欄
が
、
写
本
。
。
①
（
幻
o
日
ρ
　
　
プ
ラ
引
用
は
、
常
に
正
確
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
原
文
よ
り
悪

く
餌
叶
゜
切
9
。
浮
臼
ド
ロ
β
ω
σ
q
野
鰹
〇
九
～
十
世
紀
）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
　
　
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
即
ち
、
言
葉
通
り
の
引
用
で
は
な
く
意
味

る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
従
っ
た
引
用
で
あ
っ
た
り
、
言
葉
通
り
で
は
一
致
し
な
い
諸
訳
（
例
え

　
ω　
。
、
の
本
丈
は
、
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
他
の
部
分
よ
り
も
良
く
伝
承
さ
　
　
ば
、
9
、
・
q
、
・
曳
）
を
、
や
は
り
恐
ら
く
は
意
味
に
従
っ
て
、
ど
れ
か
一
つ

れ
て

いる
。
こ
れ
に
属
す
る
代
表
的
な
写
本
は
、
写
本
G
O
o
自
。
握
O
。
一
－
　
　
　
に
統
一
し
て
、
そ
れ
を
9
、
氏
曳
と
表
示
し
て
、
曳
も
q
、
も
㍗
も
文
字

び霞
8
－
ω
胃
量
く
貯
ロ
ロ
の
（
い
。
達
①
罰
d
巳
く
・
い
凶
訂
・
＜
o
吻
・
。
・
α
q
ジ
O
・
。
。
い
　
　
　
通
り
に
一
致
し
て
い
る
と
読
者
が
判
断
す
る
他
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
各

勺鴇
ダ
田
び
一
゜
2
9
鉾
8
侮
゜
鵯
゜
H
評
ω
貯
゜
団
o
盆
鵠
げ
弓
σ
q
”
H
日
娼
o
昌
巴
い
凶
訂
・
　
　
訳
の
名
称
を
明
示
せ
ず
に
（
あ
る
場
合
に
は
、
黙
鳶
。
∫
郎
討
。
ヂ
穿
9
。
3

く
』
四
～
五
世
紀
）
で
、
ア
リ
ス
タ
ル
コ
ス
の
記
号
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
警
9
ミ
な
ど
と
表
示
し
て
）
引
用
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
㈲　
こ
れ
に
属
す
る
代
表
的
な
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
　
　
㈲
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
読
み
方
を
伝
承
し
て
い
た
教
父
の
著
作
は
、
現
在

写本
M
O
o
伍
o
翼
O
o
邑
冒
討
昌
窃
（
り
鉾
団
ω
”
田
げ
ド
2
餌
r
O
9
。
。
ピ
α
q
μ
H
七
世
　
　
我
々
が
知
っ
て
い
る
よ
り
も
遙
か
に
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
大
部
分

紀
）
、
写
本
Ω
O
。
山
。
隅
寓
胃
号
舞
碧
房
（
園
o
日
ρ
く
餌
貯
゜
㎎
゜
b
。
H
b
。
㎝
六
世
　
　
　
は
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
は
、
カ
テ
ナ
の
中
に
入
れ
ら

紀
）
、
写
本
゜
。
①
（
前
述
）
、
写
本
β
O
（
ω
冒
p
団
”
ω
巨
O
鉾
ゲ
㎎
゜
α
十
世
　
　
　
れ
伝
え
ら
れ
た
。
種
々
の
カ
テ
ナ
の
中
に
は
、
そ
の
他
で
は
伝
わ
っ
て
い

紀
）
等
。
こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
、
聖
書
の
各
書
に
お
い
て
、
本
丈
の
系
　
　
　
な
い
教
父
の
注
解
等
の
断
片
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
欄
外
注
に
ヘ
ク
サ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

統
と
欄
外
注
の
関
係
が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
　
　
　
　
　
ラ
か
ら
の
引
用
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
写

　
㈲　
教
父
丈
献
の
中
で
ヘ
ク
サ
プ
ラ
伝
承
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
ギ
　
　
　
本
b
。
罐
（
図
o
日
o
”
＜
舞
O
け
8
び
。
ロ
凶
9
。
ロ
岳
㎎
゜
。
。
り
。
。
）
の
欄
外
に
は
詩
篇
2
4

リ
シ
ア
教
父
で
は
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
、
モ
プ
ス
エ
ス
テ
ィ
ア
の
テ
オ
ド
ロ
　
　
　
（
M
2
5
）
～
3
2
（
M
3
3
）
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
が
、
写
本
H
嵩
。
。
（
切
o
巳
ρ
＜
界

ス
日
げ
8
岱
9
岳
竃
。
霧
く
。
ω
8
ロ
ロ
゜
・
（
8
°
ω
α
b
。
ム
b
。
◎
。
）
、
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ク
　
　
　
σ
q
「
°
誤
b
。
）
の
欄
外
に
は
詩
篇
7
7
（
M
7
8
）
～
8
2
（
M
8
3
）
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片



　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
）

が

伝
承さ
れ
て
い
る
。
だ
が
教
父
の
著
作
に
つ
い
て
言
え
た
こ
と
が
、
力
　
　
　
最
初
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
集
成
版
と
呼
べ
る
の
は
、
一
七
＝
二
年
に
パ

テ

ナ
に

つ
い
ても
あ
て
は
ま
る
。
特
に
カ
テ
ナ
は
そ
の
資
料
が
複
雑
な
だ
　
　
　
り
で
出
版
さ
れ
た
切
Φ
旨
費
山
山
。
ζ
o
暮
貯
口
。
8
の
二
巻
本
O
臨
o
Q
o
巳
ω

け
に
、
後
代
の
も
の
に
な
る
と
、
そ
の
本
丈
悪
化
も
著
し
い
。
読
み
方
の
　
　
出
。
越
三
。
旨
日
ρ
二
器
゜
・
ε
。
湯
q
耳
”
目
巳
静
冨
H
酔
ま
器
餌
9
け
一
。
話
ρ
§
目

短縮
・
変
更
、
訳
者
名
の
混
同
・
置
き
変
え
・
削
除
（
無
視
）
、
よ
り
一
　
　
　
9
男
冨
巨
巳
0
2
0
げ
臣
o
①
亀
o
昌
ロ
o
U
H
房
ご
o
象
雷
皆
o
ユ
ロ
け
で
あ
る
。

般
的な
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
本
丈
（
ル
キ
ア
ノ
ス
系
）
へ
の
同
化
傾
向
、
　
　
　
B
国
団
o
匡
版

そ
し
て
一
般
的
な
筆
写
上
の
誤
り
等
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
テ
ナ
の
証
　
　
　
そ
の
後
も
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
集
が
幾
つ
か
出
版
さ
れ
た
が
、
現
在
も
な

言
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
一
応
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
集
成
版
と
言
え
る
の
は
、
団
お
山
巴
爵

　
㈲　
こ
れ
に
属
す
る
代
表
的
な
も
の
は
、
シ
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
と
ヒ
エ
　
　
　
国
。
匡
の
版
で
あ
る
。
こ
の
版
は
、
　
唱
。
段
．
歪
p
巳
三
口
日
累
o
げ
津
ロ
β

ロ

ニ

ム

ス

によ
る
詩
篇
の
o
、
部
分
の
ラ
テ
ン
訳
り
゜
・
巴
＄
H
ご
日
0
9
霞
o
『
　
　
U
H
口
ω
ご
β
o
け
竃
o
巨
o
h
巴
8
ロ
凶
虞
β
巴
岳
甑
富
卑
討
日
く
Φ
窃
凶
o
ロ
o
ω
旨
O
・

ロ
ロ
日
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
o
鑓
巳
胃
団
”
8
ロ
。
ぎ
口
零
ぎ
o
旨
o
ロ
舞
く
ぎ
o
け
冒
田
㎝
喝
跨
鵠
ぴ
房
9
舞
搾

　
　三
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
集
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
H
達
。
H
団
窪
。
。
国
。
崔
と
い
う
衷
題
へ
の
説
明
句
が
示
す
よ
う
に
彼
の
先
達

　

A　田
⑦
罷
版
以
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
業
績
を
踏
ま
え
て
主
に
当
時
入
手
出
来
た
あ
ら
ゆ
る
刊
本
に
基
づ
い
て

　
以

上
のよ
う
に
し
て
伝
承
さ
れ
た
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
集
成
が
最
初
に
　
　
編
集
さ
れ
た
も
．
の
で
、
彼
自
ら
写
本
の
校
合
を
し
て
出
来
上
っ
た
部
分
は

行
わ
れ
た
の
は
、
有
名
な
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
の
ω
同
尊
げ
四
版
（
一
五
八
　
　
少
な
い
。
そ
こ
で
彼
が
用
い
た
資
料
が
誤
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
誤
り
を
そ

七年
）
の
注
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
り
Φ
昏
ロ
の
竃
9
ぎ
塁
に
よ
っ
て
な
さ
れ
　
　
の
ま
ま
伝
え
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
国
。
匡
は
機
械
的
に
編

たも
の
で
あ
る
。
翌
年
、
ω
ぎ
げ
斡
版
の
ラ
テ
ン
訳
が
出
た
時
、
国
9
巳
－
　
　
集
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
慧
眼
に
よ
っ
て
注
の
中
で
度
々
伝
承
の
誤

巳
¢
ω
Z
o
げ
監
ロ
゜
。
は
ζ
o
甑
巨
゜
。
の
注
に
更
に
注
を
加
え
て
ラ
テ
ン
語
に
翻
　
　
り
を
指
摘
し
是
正
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
へ
の
九
三
頁
に

訳し
た
。
次
に
現
わ
れ
た
の
が
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
へ
の
注
と
各
訳
へ
の
　
　
　
亙
る
す
ぐ
れ
た
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
と
一
八
四
二
頁
の
本
丈
、
補
遣
七
七
頁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

緒論
を
持
つ
臼
o
餌
ロ
ロ
o
。
・
∪
旨
ω
貯
ω
の
著
作
で
、
彼
の
死
後
一
六
二
二
年
に
　
　
持
ち
、
総
計
二
千
頁
を
越
え
る
こ
の
大
冊
は
、
叉
、
そ
の
本
丈
中
で
何
度

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
七
〇
九
年
に
い
9
B
び
。
昌
口
ω
切
o
の
が
出
版
し
　
　
　
も
シ
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
か
ら
の
ギ
リ
シ
ア
語
本
文
の
再
構
成
を
試
み
て
お

　
（
1
2
）

た
薯
作中
に
も
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
名
実
と
も
に
　
　
　
り
、
そ
の
点
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
研
究
の
総
括
と
言
え
る
も

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
山
ハ
一
二



＝
ハ
四

の

であ
る
。
こ
れ
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
全
体
に
亙
る
　
　
　
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
第
二
欄
の
そ
れ
は
著
し
く
、
二
つ
の
方
面
に

新
し
い
集
成
版
は
、
な
お
現
わ
れ
て
は
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
。
一
つ
は
現
行
マ
ソ
ラ
本
丈
の
発
音
よ
り
少

　C
　
距
。
匡
版
の
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
と
も
五
〇
〇
年
以
前
の
時
代
の
発
音
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い

　
では
、
こ
の
国
。
匡
版
は
今
日
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
史
上
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
ギ
リ

そ

れ
は当
然
国
。
匡
版
以
後
の
新
し
い
資
料
の
発
見
と
国
。
匡
版
が
基
　
　
　
シ
ア
丈
字
表
記
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
丈
の
存
在
の
持
つ
諸
問
題
（
そ
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

礎と
し
て
い
た
古
い
資
料
の
見
直
し
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
　
　
　
の
時
・
所
・
目
的
等
）
へ
の
問
で
あ
る
。
こ
の
写
本
の
発
見
に
関
連
し
て
、

な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
　
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
伝
承
に
よ
ら
な
い
R
、
の
発
見
を
取
り
上
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
一
応
切
新
し
い
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
発
見
、
ω
旧
資
料
の
見
直
　
　
　
そ
の
主
な
も
の
は
、
前
述
の
カ
イ
ロ
の
エ
ズ
ラ
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
ゲ
ニ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
、
㈲
国
⑦
匡
版
の
評
価
の
順
に
見
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
同
様
に
発
見
さ
れ
た
列
王
紀
と
詩
篇
の
断
片
で
あ
る
。

　
㈲　
こ
れ
も
代
表
的
な
も
の
を
伝
承
形
態
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
、
ま
　
　
　
　
止
と
し
て
は
写
本
刈
H
o
（
前
述
）
の
欄
外
に
発
見
さ
れ
た
イ
ザ
ヤ

ず
殆
と
し
て
前
述
の
写
本
b
。
0
8
と
H
8
。
。
の
発
見
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
　
　
　
書
1
～
1
6
章
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
じ
日
μ
穿
？

に後
者
の
発
見
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
研
究
に
新
時
代
を
も
た
ら
し
た
。
写
本
　
　
目
昌
ロ
ト
゜
図
m
匡
h
p
”
国
霞
昌
討
同
ぎ
ゴ
①
男
巴
号
9
象
N
ロ
H
ω
巴
p
ω
ド
占
㎝

H
8
°
。
の
発
見
は
、
マ
ソ
ラ
本
丈
に
対
す
る
ク
ム
ラ
ン
写
本
の
、
セ
プ
ト
ゥ
　
　
　
碧
ω
o
冒
霞
望
髭
尉
国
雪
牙
。
冨
団
沖
（
ζ
ω
d
H
＼
①
）
”
H
㊤
H
α
と
し
て
公
刊
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ア

ギ
ン
タ
本
丈
に
対
す
る
十
ご
預
言
書
の
皮
革
写
本
の
発
見
に
匹
敵
す
る
　
　
　
た
。
こ
の
見
事
な
研
究
に
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ー
ギ
リ
シ
ァ
語
、
ギ
リ
シ
ア

も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
写
本
の
発
見
前
に
は
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
　
　
　
語
ー
ヘ
ブ
ラ
イ
語
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
前
に
は
、
こ
の
よ

外観
に
つ
い
て
の
我
々
の
知
識
は
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
、
そ
　
　
　
う
な
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
に
つ
い
て
の
索
引
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
田
9
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

れ
に

エ
ピ

フ

ァ

ニ

オ
ス

国

且嘗
p
三
ロ
ω
O
。
ロ
ω
富
耳
団
。
ロ
ω
団
ω
（
O
”
°
◎
o
ド
㎝
1
蔭
O
Q
o
）
　
　
幻
＆
智
け
ゴ
の
O
。
口
8
匹
昏
8
に
は
、
確
か
に
国
。
崔
版
の
個
所
が
引
用

ら
の
証
言
に
ょ
る
外
な
か
っ
た
が
、
こ
の
発
見
に
ょ
っ
て
実
に
千
数
百
年
　
　
　
な
し
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
の
対
応
は
示
さ
れ
て

ぶり
に
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
外
観
が
直
接
我
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
　
　
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
研
究
は
重
要
で
、
後
に
は
誤
ρ
口
ぽ
肖
ロ
侮
o
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ら
で
あ
る
。
又
、
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
内
容
的
に
も
ヘ
ク
サ
プ
ラ
各
欄
に
　
　
　
作
成
時
の
模
範
と
な
っ
た
。

つ
い
て
の我
々
の
情
報
量
は
増
加
し
た
が
、
と
り
わ
け
国
。
匡
版
で
は
稀
　
　
　
　
恥
と
し
て
は
、
写
本
お
（
包
o
お
ロ
。
ρ
切
ま
ド
い
餌
貫
o
暮
ド
ロ
斜
コ
ロ
“

b



、

×
H
蔭
十
一
世
紀
）
の
欄
外
か
ら
一
九
三
〇
年
に
、
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
の
イ
　
　
　
ほ
と
ん
ど
又
は
完
全
に
変
化
し
て
い
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
と
考
え
て

ザ
ヤ

書
注
蟹
ほ
と
ん
ど
完
全
な
形
で
発
見
さ
翰
泄
こ
と
が
・
ま
た
・
恥
　
良
い
・
質
的
に
は
・
ζ
・
へ
・
サ
ブ
・
か
ら
の
ず
シ
ア
語
妻
羅

と
し
て
は
、
前
述
の
写
本
H
嵩
゜
。
の
刊
行
（
一
九
七
五
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
成
の
部
分
で
は
、
そ
の
通
り
の
読
み
方
を
伝
え
る
写
本
が
発
見
さ
れ
た
り

　皿
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
幾
ら
か
の
シ
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
　
　
す
る
程
で
あ
り
、
な
お
高
い
評
価
を
保
ち
得
る
も
の
の
、
特
に
訳
名
伝
承

　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

発見
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
誤
り
が
多
く
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω

　新
し
い
資
料
の
発
見
と
並
行
し
て
、
既
知
の
資
料
の
見
直
し
も
進
　
　
　
　
そ
れ
故
閏
凶
。
匡
版
に
基
づ
い
た
ヘ
ク
サ
プ
ラ
各
欄
の
残
存
率
と
な
る
と

ん

で
いた
。
そ
れ
は
既
に
国
帥
8
7
幻
。
山
冨
島
の
0
8
8
巳
昏
8
（
H
o
Q
O
日
）
　
　
信
頼
で
き
な
い
が
、
何
訳
と
問
う
こ
と
な
く
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
全
体
と

の
巴
山
Φ
巳
助
簿
8
巳
o
q
窪
畠
で
始
ま
っ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
も
の
　
　
　
し
て
は
、
一
体
ど
れ
程
マ
ソ
ラ
本
丈
と
対
応
し
得
る
の
か
と
い
う
残
存
率

は
、
大
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
編
纂
の
基
礎
作
業
と
し
て
の
写
本
校
合
と
共
　
　
　
な
ら
、
国
o
匡
版
に
基
づ
い
て
も
十
分
に
算
出
で
き
る
の
で
あ
り
、
少
な

に

始ま
る
。
特
に
イ
ザ
ヤ
書
の
編
纂
が
始
ま
る
と
、
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
　
　
く
と
も
マ
ソ
ラ
本
丈
の
そ
れ
だ
け
の
部
分
で
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
が
あ
る

委
員
会
は
、
大
量
に
残
存
す
る
こ
の
書
の
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
理
解
な
く
　
　
　
と
い
う
事
を
示
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
て
は
、
こ
の
書
の
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
の
十
分
な
理
解
も
あ
り
え
な
い
　
　
　
　
四
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
の
残
存
率

と
考
え
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
資
料
欄
の
新
設
と
今
後
の
巻
で
も
そ
れ
を
続
け
る
　
　
　
A
　
算
出
規
準

　
　
　
　
　
（
2
2
）

事
を

決定
す
る
。
こ
う
し
て
必
要
な
写
本
校
合
が
為
さ
れ
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
　
　
　
。
、
に
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
文
に
無
い
部
分
（
僅
か
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

ン版
の
刊
行
が
続
く
と
共
に
国
①
匡
版
の
欠
陥
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。
　
　
省
略
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
の
対
応
関
係
が
あ
る
も
の
の
み
を
数
え
る
。
へ

即ち
、
訳
名
伝
承
の
誤
り
、
校
合
の
誤
り
、
元
来
の
写
本
に
書
か
れ
て
い
　
　
　
ブ
ラ
イ
語
は
丈
字
通
り
の
語
数
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
綴
り
と
し
て
一
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
も
の
の
脱
落
等
で
あ
る
が
、
特
に
訳
名
伝
承
の
誤
り
が
多
い
。
こ
れ
ら
　
　
　
ま
り
で
書
か
れ
た
も
の
を
一
単
位
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
マ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

田
。
匡
版
の
欠
陥
の
詳
細
は
ハ
一
九
六
六
年
の
諺
ρ
β
出
缶
肖
民
①
メ
の
出
版
　
　
　
ラ
本
丈
を
分
析
し
た
も
の
が
↓
出
諺
日
に
引
用
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

髭
立
つ
翼
餌
亨
逼
⑦
σ
q
ζ
の
誕
始
で
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
・
　
規
準
に
よ
・
て
国
団
監
版
に
示
さ
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
表
題
を
覆
な
く

　
⑰　
そ
こ
で
歪
。
包
版
は
＾
量
的
に
は
詩
篇
等
の
よ
う
に
か
な
り
増
加
　
　
　
計
算
し
て
行
き
比
較
す
る
。

し
た
も
の
を
別
に
す
る
と
、
エ
レ
ミ
ヤ
書
や
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
の
よ
う
に
、
　
　
　
　
B
　
結
果

＝
ハ
五
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＄
O
　
　
　
　
摯
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置
゜
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こ
の
方
面
に
お
け
る
諸
研
究
に
と
っ
て
、
ヘ
ク
サ
プ
ラ
は
無
視
し
得
な
い
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ω
胡
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。
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篇
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イ
ザ
ヤ
書
以
下
　
　
　
　
　
　
◎
財
魯
駐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
　
　
　
　
9
H
°
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の後
半
部
で
三
割
弱
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
詩
篇
、

ヨ

ブ記
、
箴
言
、
伝
道
の
書
等
で
は
四
割
を
越
え
る
量
が
残
っ
て
お
り
、

＝
ハ
七



一
六
八

註

O
貧
象
鼻
H
㊤
㎝
ド

（1
）
　
ヘ
ク
サ
プ
ラ
に
関
す
る
一
般
的
知
識
に
つ
い
て
は
各
種
の
聖
書
辞
　
　
　
　
　
団
：
国
゜
囚
p
匿
ρ
↓
げ
o
O
巴
3
0
0
三
器
”
O
筏
自
F
H
㊤
㎝
㊤
薄

　
典
及
び旧
約
聖
書
緒
論
の
当
該
項
目
の
他
、
詳
し
く
は
次
の
よ
う
な
丈
　
　
　
　
　
ω
゜
H
°
霞
゜
o
ρ
↓
ゲ
o
ω
Φ
讐
萄
σ
Q
団
算
勢
注
ζ
o
侮
①
旨
ω
け
民
ざ
O
獣
o
匡
り

　
献
を

参照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
①
c
。
°

　
　
　ρ
↓
琶
。
が
臣
。
出
Φ
×
巷
亙
μ
目
≦
ω
B
導
出
゜
窯
偶
8
（
Φ
幽
゜
）
匂
　
　
国
゜
零
茸
ぎ
Φ
旦
u
Φ
H
日
賃
乱
゜
°
・
≧
滞
亀
Φ
゜
・
冨
日
9
叶
゜
・
る
言
簿

諺
∪
窪
8
塁
。
｛
o
臣
巴
・
昌
田
。
σ
・
H
巷
ξ
藁
邑
ω
（
い
8
凸
8
　
　
α
・
韓
”
§
ω
診
。
聲
8
団
・
一
ぐ
o
冨
艮
。
ヨ
6
卿
Φ
ω
聲
g
σ
・
巨
帥
゜

H
。
。
弔
。
。
刈
）
・
”
邑
・
。
。
k
山
。
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
゜
層
』
§
r
u
団
゜
孚
①
㎏
器
け
§
σ
・
。
包
゜
駒
・
≧
8
。
目
①
器
目
゜
昌
゜

　
　　諺
出
§
p
。
r
o
。
ω
監
舞
Φ
匹
・
話
ぎ
臣
ω
芽
ぽ
ロ
罫
。
§
・
ひ
団
ω
　
　
訂
9
凶
。
°
ゲ
団
゜
・
°
ゲ
Φ
冒
自
幻
煙
く
゜
ぴ
（
H
O
o
Q
O
）
”
H
①
゜
。
占
鳶

国…
。
び
ご
・
・
㍉
亀
H
（
H
c
。
O
ω
“
い
。
首
N
μ
σ
q
H
O
α
。
。
・
。
）
・
。
。
。
。
。
壷
ω
・
　
　
　
　
　
　
”
留
・
°
冨
當
冨
甘
“
舅
卸
乱
゜
㎝
（
H
㊤
゜
。
。
ζ
゜
。
㎝
占
゜
。
s

　　　
出
・
切
・
ω
≦
o
け
ρ
跨
口
H
⇒
旨
o
含
o
け
一
8
8
匪
o
O
匡
↓
の
ω
欝
日
〇
三
陣
ゆ
　
　
　
　
ま
た
本
稿
中
し
ば
し
ば
次
の
丈
献
を
用
い
る
。

9
8
ぎ
o
舞
ぴ
臣
σ
q
ρ
6
0
・
。
憶
コ
。
＜
団
ω
巴
ξ
幻
゜
図
゜
9
二
。
団
ド
o
匡
　
　
ω
用
日
q
諺
O
舅
↓
鋭
く
°
言
ω
日
゜
°
n
け
§
。
暮
毒
9
器
゜
琶

寄
R
艮
。
p
冨
§
μ
・
・
巴
。
島
ぎ
昌
ン
睾
団
。
・
F
H
㊤
①
。
。
・
　
　
　
　
跨
・
。
§
冨
8
ぎ
巴
。
巳
器
＝
叶
叶
。
賛
§
（
§
・
ω
。
凶
・
暑
9
昌
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　国
゜
乞
。
巴
ρ
9
。
巴
。
蓋
巳
同
凶
巳
ω
。
冨
d
げ
①
房
。
冒
旨
σ
q
山
①
゜
・
≧
富
昌
　
　
O
。
窪
お
。
鼠
゜
・
巴
ぎ
日
り
O
α
け
晋
α
q
。
p
H
㊤
゜
。
匡

　日
o
ω
富
目
o
暮
ρ
ぽ
”
勺
幻
田
り
く
o
ド
。
。
”
b
。
l
b
。
み
餌
巳
乞
き
響
鼠
σ
q
ρ
ぎ
“
　
　
　
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
と
し
て
引
用
。

芭
・
・
。
。
。
る
ミ
歯
H
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
゜
頃
讐
。
げ
出
卜
゜
寄
9
彗
歩
0
8
8
巳
雪
8
8
蒙
ω
。
℃
言
㌣

　
　
　
　
　　
　
9
ω
旨
ω
。
冨
国
び
・
屋
げ
。
民
ω
・
汁
N
巨
α
Q
。
p
団
昌
ら
国
異
く
9
ω
り
日
①
ヂ
　
　
α
q
巨
き
島
冨
。
匪
臼
O
目
①
爵
く
①
邑
8
°
。
。
h
昏
。
○
置
↓
。
器
日
。
豊

ミ
。
。
m
巳
＝
8
ゴ
鼠
α
q
ρ
凶
員
く
。
ピ
b
。
。
。
”
b
。
b
。
や
b
。
・
。
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
b
。
く
。
蚕
（
（
）
メ
h
o
H
餌
　
ド
o
Q
㊤
刈
）
8
侮
㊤
ω
后
覧
①
日
①
三
（
○
圏
。
巳
お
8
）
噛

　
　
　男
囚
・
逗
。
p
O
口
H
国
三
。
。
巳
け
冨
諺
ヨ
即
。
g
ζ
葺
口
器
昔
＄
”
　
　
因
。
嘗
ロ
計
O
壁
N
㍉
O
刈
㎝
゜

u
。
巳
8
”
ま
・
。
噂
。
紹
8
凶
巴
一
矯
o
冨
冨
ヨ
”
臣
。
9
。
a
。
暮
く
⑦
邑
。
ロ
㎝
　
　
国
巴
。
旨
犀
国
匹
山
噂
o
H
団
σ
q
①
巳
ω
出
賃
畳
。
昌
旨
碧
仁
。
。
吻
ε
Φ
誘
巨
け

。
h
昏
。
O
日
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
冒
⑦
く
。
8
昌
日
H
鼻
。
ぢ
同
①
言
B
9
器
8
唇
日
ぎ
8
葺
曰
く
。
冨

　
　
　切
゜
臼
゜
因
。
げ
霞
β
日
冨
O
匡
↓
。
ω
冨
目
。
暮
↓
。
馨
雪
山
く
。
邑
8
ω
讐
　
　
↓
。
ω
富
日
。
導
ロ
ヨ
甲
口
α
q
目
①
三
9
b
＜
。
r
”
○
籠
。
昼
H
°
。
胡
い
幻
Φ
嘆
言
計

・



・

　出
出
山
o
°
。
ゲ
臥
ヨ
㍉
㊤
忽
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
。
o
ド
ロ
麟
H
H
目
H
幻
o
肩
凶
算
O
O
い
い
×
×
H
斜
や
H
o
。
O
し
゜
＆
｛
°
餌
ロ
自
や
H
㊤
P

（2
）
　
o
、
本
丈
は
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
手
に
し
た
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
本
丈
　
　
　
　
一
゜
b
。
刈
1
。
。
ド
ソ
前
者
は
三
八
七
～
三
八
九
年
の
間
に
、
後
者
は
三
九
三
年

　と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
丈
と
を
互
に
比
較
し
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
本
丈
に
あ
っ
　
　
　
よ
り
前
に
成
立
し
た
。
更
に
、
　
9
客
∪
°
囚
。
目
ざ
H
Φ
8
日
。
i
国
凶
゜
。

　
て

ギリ
シ
ア
語
本
丈
が
無
い
部
分
で
は
、
他
の
ギ
リ
シ
ア
訳
（
主
に
、
3
　
　
　
い
μ
｛
ρ
壽
団
け
ぎ
σ
Q
°
。
睾
傷
O
o
ロ
け
昌
く
霧
白
。
μ
の
゜
・
i
9
目
o
巳
o
P
H
O
胡
゜

　を補
う
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
従
来
の
　
　
　
O
冨
艮
魯
H
°
。
（
］
リ
ゲ
O
り
ら
○
昌
四
〇
ゆ
汁
O
同
μ
Φ
ω
9
け
　
H
W
Φ
叶
げ
一
〇
ゲ
O
b
P
）
巴
山
0
9
8
H

　
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
ン
タ
本
丈
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
セ
プ
ト
ゥ
　
　
　
嵩
（
国
H
o
日
ω
o
冥
器
σ
q
ぎ
茸
o
出
o
訂
o
黒
く
興
回
蔓
）
参
照
。

　
ア

ギ
ン
タ
の
校
訂
本
に
は
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
の
証
言
（
国
器
｛
°
貯
＝
げ
゜
　
　
（
6
）
　
六
世
紀
よ
り
新
し
い
も
の
で
は
な
い
パ
ウ
ロ
書
簡
の
写
・
本
H

　
℃
胃
巴
博
や
゜
り
℃
い
×
×
＜
H
H
H
”
H
ω
b
。
直
ご
に
よ
り
、
こ
の
他
に
ル
キ
ア
ノ
ス
　
　
　
（
℃
四
昌
ロ
o
り
切
博
び
一
゜
］
Z
9
8
0
0
団
ω
一
団
目
鱒
O
b
o
）
の
次
の
よ
う
な
署
名
か
ら
、
そ

」
°
異
§
＆
n
と
ヘ
シ
ュ
キ
オ
ス
．
蔑
急
×
馬
駐
の
校
訂
本
が
あ
っ
た
事
が
知
　
　
　
　
の
事
が
知
ら
れ
る
。
．
昏
罵
隻
心
曹
彫
愚
衷
隻
騎
讐
“
喝
＆
弩
肉
ミ
b
§
o
餐

　ら
れ
て
い
る
。
後
者
が
如
何
な
る
人
物
か
は
良
く
分
ら
な
い
が
、
前
者
　
　
　
　
昏
竃
ミ
も
量
ミ
弓
評
奪
禽
8
噛
曽
溝
丹
＆
ミ
帆
゜
q
自
畏
黛
き
q
×
°
・
§
寄
誉
寧

　
は
国
口
器
げ
言
゜
。
”
口
団
の
幹
国
0
9
。
＜
昌
炉
H
c
o
嚇
H
×
り
①
の
他
、
サ
モ
サ
タ
　
　
　
鳶
鳶
踏
ミ
憲
蝿
＆
°
O
排
団
団
o
匡
り
o
や
9
け
6
勺
H
g
o
σ
q
o
目
Φ
ロ
斜
劉
o
酵
・

　
の

パ
ウ
ロ
ス
と
関
連
し
て
幾
ら
か
の
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
O
h
男
　
　
（
7
）
　
ρ
6
9
覧
o
が
国
o
げ
器
華
の
お
Φ
搾
O
』
8
0
0
艮
器
団
9
鵠
旨
窃
①
ω
房

　
U
o
o
h
ω
リ
リ
9
。
巳
郎
゜
。
ぐ
o
昌
ω
四
8
8
暮
㊤
（
↓
q
鼻
㎝
）
”
切
o
臣
斜
H
㊤
b
o
♪
　
　
　
蹄
o
日
日
餌
絶
o
H
・
ω
o
げ
①
o
窪
㊤
O
o
目
o
o
ユ
o
戸
0
9
。
日
げ
崔
o
q
ρ
H
り
8
°
写
本

　
H
c
。
°
。
1
①
o
け
㊤
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
数
字
は
、
跨
゜
幻
昏
賦
゜
・
℃
＜
o
旨
o
♂
げ
巳
ω
自
①
H
σ
q
同
冨
o
窪
ω
o
げ
o
目
出
m
昌
山

（3
）
　
ω
嶺
Φ
8
（
。
や
。
霊
）
は
、
二
二
〇
年
よ
り
後
に
始
ま
り
、
二
四
〇
　
　
　
　
°
。
。
冨
μ
h
8
”
臣
。
ω
跨
日
ω
（
蜜
ω
d
b
。
）
L
W
霞
属
炉
H
り
註
に
よ
る
。
以
下
同
様
。

年
な
い
し
二
四
五
年
ま
で
に
完
成
し
て
い
た
と
し
、
臼
の
霞
8
。
（
o
娼
゜
。
隷
し
　
　
　
ゲ
ニ
ザ
で
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
国
p
窪
ρ
o
固
゜
。
罫
”
ω
占
。
。
参
照
。

　
は
、
二
三
〇
年
頃
か
ら
二
四
五
年
の
間
に
、
白
貯
穿
≦
Φ
ぎ
（
o
℃
°
9
け
゜
）
°
　
　
　
（
8
）
　
こ
の
写
本
は
、
十
三
～
十
四
世
紀
に
ダ
マ
ス
コ
の
ヨ
ハ
ネ
の
著
作

　
は
、
二
三
〇
年
か
ら
二
四
〇
年
に
か
け
て
成
立
し
た
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
、
O
言
§
×
読
を
写
す
た
め
に
消
さ
れ
た
重
記
写
本
か
ら
出
て
来
た
も
の

（4
）
　
出
凶
。
・
戸
国
8
ピ
＜
㌍
H
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
羊
皮
紙
5
6
枚
に
1
3
組
の
断
片
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
写
本
の
構
成

（5
）
O
。
旨
B
。
三
・
ぎ
。
や
巴
誤
件
¢
旨
。
。
”
O
（
勺
い
×
図
く
H
”
認
蔭
h
・
ご
　
　
　
は
、
二
部
か
ら
な
り
、
ま
ず
ヘ
ク
サ
プ
ラ
第
二
欄
か
ら
第
六
欄
が
示
さ

O
o
日
日
。
曇
碧
圃
o
目
貯
℃
。
・
巴
日
o
の
（
O
・
ζ
臼
凶
P
b
ロ
①
。
傷
o
冨
冨
餌
H
o
争
　
　
　
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
カ
テ
ナ
が
続
く
。
即
ち
、
表
題
と
し
て
ル
キ
ア
ノ

＝
ハ
九



一
七
〇

ス系
の
セ
プ
ト
ゥ
ア
タ
ギ
ン
本
文
が
ま
ず
来
、
そ
れ
に
カ
テ
ナ
本
丈
が
　
　
　
　
。
。
ω
堅
刈
）
に
お
い
て
、
ま
ず
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
更
に
ω
≦
。
け
ρ

続く
と
い
う
風
に
な
っ
て
い
る
。
カ
テ
ナ
の
部
分
は
、
さ
し
て
重
要
で
　
　
　
　
o
喝
゜
。
博
8
①
b
。
翻
白
母
臣
周
。
団
ロ
も
唱
゜
9
£
ド
。
。
①
詐
弓
゜
Z
麟
口
臨
P
O
比
σ
q
g
o

はな
い
。
一
四
二
節
分
の
内
訳
は
次
の
通
り
（
篇
数
は
セ
プ
ト
ゥ
ア
ギ
　
　
　
　
　
ω
魯
く
団
o
Φ
け
゜
・
8
8
ロ
謹
Φ
　
　
”
℃
霞
圃
゜
・
矯
H
㊤
謡
”
。
。
鼠
等
に
お
い
て

ン
タ
の
も
の
）
で
あ
る
が
、
多
少
の
欠
落
の
あ
る
欄
も
あ
る
。
団
ω
旨
鱒
　
　
　
も
、
又
第
二
欄
だ
け
な
ら
、
そ
の
一
部
は
幻
’
言
Φ
団
o
び
国
。
冨
鐵
。
・
魯
窃

卜
。

Oげ直。
。
る
ご
中
り
旧
b
。
。
。
芦
1
。
。
い
b
。
O
い
。
。
O
旨
占
ρ
b
。
O
凸
9
。
。
ご
Φ
ぴ
占
ポ
。
。
分
　
　
　
↓
o
尊
げ
ロ
号
”
切
。
昌
一
ロ
”
巳
①
ρ
①
。
。
為
H
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
O
h

ドー
b
o
”
ド
。
。
i
b
。
o
。
い
c
。
α
“
H
l
①
猿
∬
躯
◎
。
”
ド
占
辞
o
。
Q
。
“
“
⊃
①
1
α
G
。
°
）
こ
の
写
本
全
体
の
　
　
　
　
H
o
臣
8
Φ
”
o
や
o
鍔
”
H
c
。
O
I
H
ω
G
。
嚇
ト
窯
゜
白
o
＜
霞
ρ
ω
o
℃
言
餌
α
q
冒
富

公刊
は
遅
か
っ
た
が
（
O
°
ζ
鶏
。
暮
r
層
吻
巴
8
島
出
o
鍾
覧
団
図
①
言
巳
器
・
　
　
　
男
o
窃
魯
ニ
ロ
o
q
o
ロ
゜
・
。
搾
巳
決
噛
日
冨
o
♂
α
q
凶
ω
魯
o
因
賃
口
牙
。
冨
仁
2
閏
。
。
ω

勺費
吻
勺
ユ
目
袋
O
o
庫
o
客
幻
＄
o
ユ
娼
言
ω
団
団
び
旨
9
げ
①
〇
四
〇
〉
旨
げ
H
o
ω
ド
ロ
9
0
　
　
　
　
（
H
O
①
o
o
）
℃
①
b
コ
ー
①
9

0Q
。

Oωロ
も
・
℃
ザ
0
8
昌
営
o
o
o
図
暇
o
ω
。
。
q
。
。
o
け
け
嵩
昌
ω
。
昌
讐
β
。
。
u
＜
鉾
甘
p
口
　
　
　
（
9
）
　
例
え
ば
ハ
写
本
Ω
は
、
十
二
預
言
書
の
部
分
で
は
、
本
丈
は
ア
レ

O
搾
ざ
巳
α
。
。
）
、
そ
の
内
容
は
不
十
分
な
形
で
は
あ
る
が
、
発
見
者
の
資
　
　
　
　
ク
サ
ン
ド
リ
ア
形
で
、
欄
外
注
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
系
で
あ
る
が
、
エ
ゼ
キ

料
提供
に
基
づ
き
、
出
彗
o
甲
幻
巴
冨
昏
の
ω
ロ
℃
鳳
o
旨
o
巨
”
H
目
諺
阜
　
　
　
　
エ
ル
書
に
な
る
と
、
本
丈
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
系
（
即
ち
o
、
）
で
あ
る
が
、

象
匡
8
巴
≦
o
H
鎚
。
。
餌
口
臣
O
o
o
g
o
ロ
o
o
。
・
o
願
妻
o
凱
ω
ぼ
国
Φ
騒
㊤
鳳
p
昌
o
　
　
　
欄
外
注
は
ル
キ
ア
ノ
ス
系
で
あ
る
。
O
h
匂
゜
N
冨
σ
Q
8
H
（
o
山
．
）
’
U
口
o
匹
o
－

国旨
σ
q
日
。
暮
ω
中
に
他
の
断
片
と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
五
欄
に
配
　
　
　
9
日
津
o
℃
冨
冨
。
（
ゲ
ヅ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
く
o
ピ
お
）
”
O
α
臨
口
α
Q
。
P
μ
O
蔭
。
。
”

置
さ
れ
た
、
こ
の
写
本
の
見
本
は
、
発
見
者
自
身
の
論
丈
∪
、
ロ
ロ
も
亀
，
　
　
　
お
零
3
畠
炉
㎝
。
。
融
。
旧
国
器
島
一
巴
（
同
ぐ
〇
一
゜
ド
の
＼
H
）
”
O
o
3
岳
口
σ
q
①
ロ
”
H
縮
b
。
℃

回
旨
喝
器
ω
8
跨
げ
日
H
o
ω
ド
昌
o
o
o
口
8
p
o
口
叶
o
同
ω
巴
日
凶
o
器
や
冨
（
諺
け
江
侮
o
昌
麟
　
　
　
　
H
O
刈
鳩
り
ω
b
o
中
゜
り
蔭
8

諺
8
巴
⑦
ヨ
冨
閃
⑦
巴
⑦
ら
亀
9
ω
。
げ
自
。
象
↓
。
吋
冒
。
G
。
ド
”
H
。
。
8
”
①
㎝
甲
　
　
　
（
1
0
）
竃
霞
＄
臨
は
、
こ
の
二
つ
の
カ
テ
ナ
に
含
ま
れ
る
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断

0
蕊
）
に
続
く
二
論
丈
、
跨
゜
ζ
゜
○
臼
冨
ロ
詑
国
遷
日
旨
①
ロ
件
一
霧
趙
ド
ユ
　
　
　
片
を
、
彼
の
℃
【
・
巴
器
H
麟
国
o
鑓
唱
冨
幻
o
財
ρ
巳
器
の
第
二
部
と
し
て
出

唱
巴ぎ
ω
。
ω
寓
匹
o
冨
巴
日
団
ロ
。
一
8
ω
8
。
ユ
o
q
ぎ
9
°
。
8
℃
。
昌
一
ユ
』
山
9
汁
』
げ
゜
　
　
　
版
す
る
計
画
で
あ
っ
た
（
。
｛
°
。
や
。
団
f
冥
貞
）
が
、
　
一
九
五
七
年
に
死

O
°
竃
霞
＄
富
（
即
自
象
8
江
α
。
一
切
。
既
Φ
H
ロ
ω
け
ぎ
8
い
。
日
畠
同
α
。
象
　
　
　
亡
し
た
た
め
果
た
せ
な
か
っ
た
。
前
者
は
、
す
で
に
周
凶
Φ
崔
が
彼
の
補

ω9
①
旨
o
の
U
o
簿
臼
ρ
H
H
l
b
。
り
”
H
Q
。
ゆ
ρ
蒔
O
中
◎
。
）
と
国
’
囚
ざ
鴇
霧
巳
昏
P
　
　
　
遺
諺
賃
9
胃
貯
日
巴
O
鼠
α
Q
①
巳
の
出
o
鑓
や
ド
で
用
い
て
い
た
が
、
誤
り

U
♂
ζ
餌
昌
餌
ロ
臣
鶏
男
旨
σ
q
B
o
三
〇
価
曾
国
Φ
鑓
巳
勢
（
N
覇
ド
ρ
ド
。
。
8
噸
　
　
　
が
多
い
。
後
者
は
、
最
近
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
。
諺
砕
ご
ロ
ω
警
o
口
・

噂



ぎ
が
出
⑦
話
覧
巴
吻
9
。
勺
。
・
餌
一
日
①
ロ
げ
旨
。
訂
慈
。
冨
　
∪
凶
o
冨
×
餌
覧
国
・
　
　
臼
諺
㊤
（
お
O
H
）
簡
。
。
。
。
O
ム
H
噛
串
客
9
謬
ω
ぼ
”
↓
冨
O
。
ご
日
ロ
理

H
凶゚
。

。冨
口
勺
゜
・
巴
日
自
ぎ
α
q
目
・
昌
8
山
。
H
国
9
巳
゜
・
。
匿
ぽ
ロ
く
鉾
団
。
胃
島
　
　
O
a
臼
。
h
匪
。
国
。
奏
覧
9
し
◎
国
客
ω
゜
b
。
『
（
H
8
①
為
）
し
。
。
？
畠
嚇
≦

σ
q
H
器
・
房
胡
b
。
巨
山
9
8
巳
。
一
p
謹
ω
。
Q
同
器
。
器
①
b
。
　
（
9
ぼ
ω
　
　
国
゜
ω
雷
覧
。
°
。
噛
↓
冨
ω
。
8
巳
O
。
ご
8
昌
。
h
9
凶
σ
q
・
口
．
。
。
鵠
舞
昌
亙

田
霞
。
・
°
。
。
け
9
凶
。
三
巴
圃
ω
゜
。
）
葛
邑
げ
葺
σ
q
り
H
ゆ
録
　
　
　
　
　
　
　
寓
o
ω
α
o
（
H
o
。
。
o
）
』
￥
。
。
o
る
゜
ζ
§
p
ド
H
ド
胃
。
げ
♂
屋
琶
冨

（1
1
）
＜
。
聾
爵
H
算
。
韓
。
ε
B
9
餌
Φ
8
旨
日
冒
8
け
§
＜
°
日
゜
　
　
8
ざ
目
9
。
H
H
山
Φ
昌
．
国
。
。
琶
9
国
臣
。
9
N
。
。
（
H
o
ミ
）
弘
ゐ
P
嵩
。
。
白
辞

津
9
σ
q
ヨ
。
ロ
5
8
ま
。
旦
く
①
蕾
。
g
g
凶
ω
μ
旨
ω
g
富
僧
日
。
冨
旨
。
　
　
H
』
°
国
日
・
§
戸
↓
げ
。
勺
g
唱
。
ω
・
。
ぼ
冨
ω
8
。
民
O
。
一
日
目
。
h

u昌゜
・
凶
p
ζ
話
。
器
ω
昏
。
け
器
凶
⇒
菩
゜
・
臨
§
田
゜
・
団
器
o
a
凶
2
日
　
　
蓉
出
。
蕾
旨
し
日
ω
z
・
ω
゜
刈
（
H
8
Φ
）
”
弔
。
。
ご
ζ
゜
H
°
さ
H
ひ
・
。
冨

ぎ
巴
゜
巳
勢
り
含
ヨ
乱
く
゜
悉
”
℃
H
°
出
゜
ω
ω
゜
吋
゜
萎
昌
ず
①
昼
H
8
“
。
°
　
　
　
臣
亀
3
口
巨
。
蛋
即
8
。
津
げ
。
ω
げ
。
舞
§
。
集
・
。
q
8
ロ
霧
国
。
鑓
・

（1
2
）
＜
。
冨
↓
婁
§
⑦
ロ
言
目
賃
く
。
H
m
幽
。
器
い
×
×
団
三
臼
肩
。
言
目
　
　
喝
一
巴
。
冨
§
凶
巴
り
と
ω
い
鵠
（
H
8
0
占
o
）
b
b
。
へ
o
街
渉
・
9
。
凶
ω
。
ポ

。
・§
巳
琶
゜
臣
遇
訂
く
註
゜
9
・
渥
目
因
§
器
①
山
ぎ
β
自
き
・
日
　
　
臣
。
や
§
琶
。
凶
匿
8
。
｛
出
。
ぎ
≦
§
g
爵
α
・
8
臣
。
け
§
饗
・

ω9
島
ω
＆
口
巴
①
巳
＆
三
8
μ
り
話
H
団
凶
゜
。
蜜
ω
ω
゜
8
伍
巨
日
く
。
け
。
昌
孚
　
　
。
§
凶
8
ω
ぎ
臣
。
出
。
鑓
覧
欝
b
幻
Z
°
ω
゜
μ
o
（
這
b
o
甲
Φ
）
”
。
。
劇
甲
。
。
b
。
り
b
。
。
。

碧
Φ
。
蓉
居
再
ご
巨
。
。
ま
・
ぎ
゜
・
b
Φ
8
8
津
。
α
・
日
§
団
ω
く
。
邑
8
・
　
　
（
μ
O
。
。
b
。
山
）
り
臆
゜
。
°
。
占
即
隠
（
H
⑩
゜
。
°
。
ム
）
も
ム
9
ρ
牢
。
算
o
回
Φ
ぎ
ω
，

琶
諺
ρ
亀
器
b
醤
暴
。
寓
Φ
け
臣
8
山
。
ユ
8
凶
9
津
碧
。
。
冨
斜
蓼
o
°
　
　
。
。
℃
H
器
冨
山
。
ω
国
。
げ
聾
・
・
。
冨
ロ
麸
。
ゴ
鎚
霧
薯
。
団
8
ロ
国
。
冨
塁
。
山
。
H

（13
）
　
一
九
五
二
年
発
見
。
ミ
、
q
、
、
ミ
と
同
じ
読
み
方
を
多
く
持
っ
て
　
　
　
　
出
賃
岩
ざ
山
霧
9
凶
α
q
。
口
①
。
・
・
切
N
b
。
O
（
H
O
・
。
b
。
）
・
苧
b
。
b
。
い
国
・
切
愚
ロ
ロ
ρ

いる
。
∪
』
舞
ま
冨
日
ざ
い
霧
山
゜
く
胃
゜
尊
巴
、
諺
ρ
亀
9
（
く
↓
ω
H
。
）
隔
　
　
ω
け
蚤
窪
口
げ
霧
冨
ぴ
聾
・
・
魯
・
竃
。
壱
巨
。
σ
・
一
。
§
山
く
。
軍
団
・
・
暮
ω

い
o
罠
o
口
り
H
8
°
。
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
O
h
’
↓
舅
2
国
Q
。
o
。
（
μ
㊤
①
Q
Q
）
り
　
　
　
碧
h
O
同
琶
亀
恥
σ
q
o
山
曾
］
≦
臼
o
障
♂
o
ゲ
o
ロ
男
話
α
q
5
0
導
o
傷
霞
国
≦
O
搾
①
昌

①
①為
①
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囚
。
ぽ
日
器
山
臼
出
。
蕾
且
即
侮
。
。
。
9
凶
σ
q
曾
。
°
。
（
奥
冨
鱒
o
。
）
噛
H
謹
。
。
”

　
　
　
　
　
　
り

（1
4
）
U
。
日
。
昌
゜
・
巨
゜
・
°
な
゜
巳
巴
げ
・
ω
騨
。
馨
。
凶
9
ξ
μ
㎝
占
。
°
　
　
　
　
§
・
μ
・
け
2
。
巳
。
夏
U
団
・
。
げ
菖
。
・
け
。
団
・
）
る
』
凶
…
塗
爵
N
霞
砕
・
蓉

（15
）
　
ド
O
O
。
。
の
第
六
欄
は
予
想
さ
れ
る
㍗
で
は
な
く
。
、
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
町
三
ω
。
げ
o
口
ぎ
ω
零
賃
言
昌
σ
q
山
o
同
嵐
o
器
9
。
け
房
。
ゲ
o
μ
缶
o
x
趙
討
－
蜀
崔
σ
q
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（1
6
）
Ω
゜
H
°
田
辱
ざ
ピ
、
。
同
団
。
Q
幕
臣
巴
鎖
9
冨
。
暑
け
団
呂
晋
器
蓉
Φ
　
　
目
・
艮
ρ
白
O
H
（
H
o
ミ
ふ
b
。
）
”
o
。
。
あ
ご
口
゜
国
p
ロ
訂
昌
冒
翻
9
。

ま
訂
。
口
2
。
9
。
醤
g
評
。
吻
゜
q
H
。
。
ω
山
碧
巴
。
ω
缶
。
首
茗
。
ω
山
、
O
H
凶
゜
q
曾
ρ
　
　
津
巴
三
8
ロ
民
。
冨
圃
毘
凶
。
冨
H
具
。
弓
H
亀
。
ロ
∴
霞
O
。
ω
。
ぽ
号
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一七
一



一
七
二

　山①
鴎
ω
O
℃
け
ロ
四
α
q
一
口
叶
四
h
O
同
ω
O
ゲ
β
昌
σ
q
凶
昌
Q
α
け
自
ロ
σ
q
①
口
　
　
㍉
口
”
騎
℃
囚
Φ
蔓
σ
q
】
β
餌
　
　
　
　
『
①
H
O
日
ド
¢
（
＜
O
ド
H
μ
Φ
山
゜
9
N
帥
①
σ
q
一
⑦
H
H
㊤
㎝
♂
H
O
刈
①
“
。
）
》
O
o
o
中
゜

　賃
口
山
い
O
σ
q
O
o
o
葡
層
（
閃
Φ
ω
諾
O
げ
は
｛
け
h
麟
同
O
°
諺
昌
山
同
O
の
ロ
Φ
昌
）
”
0
0
3
け
ユ
ロ
σ
q
O
ロ
リ
　
　
　
（
2
4
）
　
q
’
切
9
価
¢
同
ー
乞
．
6
目
同
”
Φ
が
跨
頃
H
P
山
⑦
×
時
O
諺
ρ
ロ
出
㊤
（
ノ
「
円
ω
H
b
コ
）
り

　
Hり刈㊤
り
b
⊃
c
o
O
ー
り
刈
竺
寸
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
［
⑦
博
匹
O
口
9
H
頓
O
ρ

（
7
1
）
　
μ
囚
α
q
o
o
b
◎
同
（
冒
O
）
》
㊤
ー
μ
刈
い
b
o
囚
σ
q
o
自
b
o
o
◎
層
ド
b
o
l
b
o
刈
゜
O
h
吋
゜
O
」
W
β
撃
　
　
　
　
（
％
）
　
国
一
昌
諺
ρ
β
昌
帥
肖
口
幽
①
握
博
口
ぐ
．
O
目
び
0
目
O
謬
賃
昌
o
q
り
く
日
c
o
（
H
O
朝
G
o
）
加
①
挙

　犀
算
計
国
H
m
ぴ
q
ヨ
O
昌
窃
O
｛
梓
ゴ
O
】
W
O
O
犀
ω
O
｛
囚
凶
昌
σ
q
ω
卯
O
O
O
H
自
団
口
σ
q
け
O
け
ゲ
O
　
　
　
　
　
c
o
9

　
け
同
9
口
巳
〇
一
四
寓
O
昌
O
隔
諺
ρ
賃
出
四
り
H
o
Q
㊤
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
　
国
゜
匂
O
昌
口
団
l
O
°
≦
①
ω
け
O
同
日
価
口
口
（
O
侮
゜
）
層
日
ゲ
Φ
〇
一
〇
σ
q
団
o
自
O
げ
O
ロ
n
国
卯
口
侮
－

（
1
8
）
　
男
ω
Q
o
り
（
蜜
O
O
）
層
同
刈
嚇
O
O
田
㊤
ポ
H
l
μ
O
嚇
㊤
㎝
暫
刈
l
H
q
o
い
O
①
脚
㊤
8
Q
o
脚
　
　
　
　
　
重
α
H
け
O
同
ぴ
ロ
O
げ
N
β
9
諺
ぽ
O
昌
↓
O
o
ロ
け
g
◎
日
O
口
け
H
H
℃
ζ
ロ
ロ
O
ゲ
の
ロ
＼
N
自
臨
O
ゴ
》

　
HOど

H①l
b
o
㊤
い
H
O
ド
H
l
H
ω
゜
O
h
O
°
悶
゜
↓
四
矯
一
〇
が
国
①
げ
同
O
≦
r
O
同
①
Φ
犀
　
　
　
　
］
b
刈
ρ
α
ω
O
h
°

　
O賦昌
O
①
口
圃
鍔
ゲ
勺
巴
帥
目
℃
m
島
仲
ω
”
お
O
O
°
q
、
に
つ
い
て
も
ヘ
ク
サ
プ
　
　
　
（
7
2
）
　
ア
ラ
ム
語
の
部
分
は
、
O
ロ
ω
ど
ミ
旧
冒
H
ρ
H
ご
U
口
b
o
”
劇
げ
1
8

　ラ
伝
承
に
よ
ら
な
い
も
の
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
あ
る
。
（
＜
”
口
国
鋤
巴
゜
・
け
　
　
　
ト
。
◎
。
嚇
国
腎
声
。
。
ー
ρ
H
c
。
為
㍉
b
。
ー
b
。
①
で
あ
る
。

Z
o
・
ω
♪
H
9
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
バ
バ
ク
ク
書
第
三
章
に
は
、
そ
の
由
来
不
明
の
伝
承
が
あ
り
、

（1
9
）
　
国
讐
。
ゲ
肉
o
匹
窓
。
貫
ω
ε
巳
①
日
o
耳
・
H
H
H
は
一
九
〇
六
年
前
に
発
　
　
　
　
国
o
匡
版
は
錯
ざ
n
と
し
て
、
こ
れ
を
収
め
て
い
る
が
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

　見
さ
れ
た
断
片
の
語
彙
を
網
羅
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン
版
で
は
、
ル
キ
ア
ノ
ス
系
の
本
丈
と
な
っ
て
い
る
。
O
h
冒
N
け
σ
q
－

（
2
0
）
　
O
h
°
O
O
ω
　
の
エ
ウ
セ
ビ
オ
ス
全
集
　
O
（
ト
N
μ
。
α
q
ぽ
が
H
O
胡
）
讐
　
　
　
一
霞
9
U
口
o
山
。
9
5
蜀
旨
o
娼
げ
o
け
器
（
o
や
o
凶
け
゜
）
”
H
。
。
刈
h

×＜
H
H
H
ー
属
×
H
H
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
ダ
ニ
エ
ル
書
の
ギ
リ
シ
ア
語
本
丈
に
は
種
々
の
問
題
が
あ
る
が
、

（2
1
）
　
O
h
冨
。
国
゜
O
o
°
。
ゲ
。
㌣
0
9
仲
鴇
Φ
旦
田
ロ
o
O
蝉
日
訂
筐
α
q
鶏
ω
胃
？
　
　
　
国
o
匡
版
は
ヘ
ク
サ
プ
ラ
断
片
と
し
て
確
実
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の

ず
o
区
娼
訂
1
げ
雪
計
。
冨
弾
・
ζ
郎
絃
o
口
9
（
お
㎝
癖
）
・
b
。
箪
1
9
累
o
ロ
o
ω
鴇
o
・
　
　
　
を
収
め
た
の
で
あ
る
。
O
h
田
匹
斜
H
H
”
㊤
O
°
。
1
ご
臼
゜
跨
゜
ζ
o
暮
α
q
o
目
゜
蔓
”

　ゲ
O
握
餌
℃
一
鶴
｛
目
餌
α
q
日
の
口
仲
ρ
】
認
げ
躍
O
㊤
G
Q
刈
（
H
㊤
㎝
①
）
植
μ
①
b
∂
l
c
o
c
o
旧
d
く
゜
ゆ
凶
餌
目
ω
》
　
　
　
　
　
日
リ
ゲ
O
缶
O
麟
P
や
一
”
ユ
O
ω
胃
麟
け
伊
一
口
け
ゲ
O
∩
岸
O
O
犀
↓
O
援
富
O
h
U
餌
口
一
Φ
ポ
臼
】
W
ピ

　宕
O
毒
ω
団
旨
O
l
H
肖
O
図
ロ
℃
一
麟
ユ
O
↓
O
区
富
り
】
U
O
帥
臣
0
5
讐
H
O
①
c
◎
竺
可
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
偽
（
H
O
卜
o
窃
）
り
b
⊃
o
Q
⑩
l
G
Q
O
b
o
い
↓
ゲ
Φ
］
W
O
O
犀
O
h
U
9
口
μ
①
一
（
H
O
O
γ
H
O
b
コ
評
b
◎
卜
1

（22
）
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
H
ω
巴
器
（
＜
。
ド
H
跨
巴
。
H
。
N
μ
Φ
σ
q
訂
H
O
°
。
㊤
）
り
9
　
　
　
㎝
ご
国
゜
国
o
。
げ
噌
U
器
切
琴
ゲ
∪
四
巳
。
ポ
∪
胃
日
ω
審
価
♂
H
㊤
。
。
P
嵩
I
b
。
ρ

（2
3
）
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
冨
器
日
ド
ω
”
切
鴇
琶
F
目
腎
。
口
陣
”
国
筥
。
。
け
巳
餌
　
　
（
3
0
）
　
旧
約
聖
書
の
前
半
部
で
少
な
い
と
い
う
事
は
、
同
じ
部
分
で
の
シ



　
ロ
・
ヘ
ク
サ
プ
ラ
の
少
な
さ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（31
）
　
い
．
肉
薯
ミ
。
3
忌
い
曾
ミ
a
ぎ
い
財
曹
需
等
は
、
そ
の
名
で
伝
わ
っ
て

　
い
る
翻
訳
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
巴
9
剛
H
9
①
α
q
o
日
㊦
ロ
欝

目
顔
り
↑
図
図
図
H
H
を
参
照
。

一
七
三


